
（令和４年指導活用技術 手引き） 

気象条件による斑点米カメムシの発生量予測 
１ はじめに 

近年の気候温暖化により福井

県で発生する斑点米カメムシ

はアカスジカスミカメが優   

占種となっています（図１）。ま

た、令和元年および令和２年に

はクモヘリカメムシが急増し、

斑点米による格落ちが問題に

なりました。アカスジカスミカ

メとクモヘリカメムシの発生

を予測し、発生が多いと予想さ

れれば、防除等を徹底すること

で、斑点米による格落ちを防ぐ

ことができます。       図１ 斑点米カメムシの種類別発生割合 

      （早生すくい取り調査防除室調べ 2000-2021）                

２ 技術内容 

１）ハナエチゼンの斑点米による格落ち割合 

 ハナエチゼンの斑点米による格落ちの割合は冷夏と

なった平成２６年と暖冬で積雪が少なくクモヘリカメ

ムシの発生が多かった令和元年、２年を除くと、すくい

取り調査でカメムシの発生が多い年は斑点米による格

落ちの割合が高くなります（図２）。そのため、クモヘ

リカメムシが多発していなければ、すくい取り調査で

大半を占めるアカスジカスミカメの発生を予測するこ

とで、斑点米による格落ちの危険性を予測することが

できます。              

                           

図２ 斑点米カメムシ頭数とハナエ 

チゼンの斑点米による格落ち 

割合の関係（早生すくい取り調査、 

JA 福井県経済連米検査情報 2011-2021） 

 ２）クモヘリカメムシの特徴と発生 

 クモヘリカメムシは大型で寿命も長いため、カスミカメ類に比べ斑点米を発生させる能

力が高いのが特徴で、カスミカメ類に比べ発生が少なくても、実際の被害が多くなります。

クモヘリカメムシの発生は積雪が少ない年に多く、積雪５ｃｍ以上の日数が２０日以下の

年は発生が多くなります（図３）。 
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図３ 積雪日数とクモヘリカメムシの捕獲 

頭数の関係（福井アメダス、早生すくい取り調査 2009-2021) 

 

 ３）アカスジカスミカメの発生 

  アカスジカスミカメは冬期の平均気温が

５℃以下の日が少ないと翌年の雑草地での発 

生が多くなります（図４）。一方で雑草地のアカス

ジカスミカメが多くても令和２年や令和３年の

ように水稲でのすくい取り調査では少なくなる

年があります（図５）。これはアカスジカスミカメ

は雑草地調査で多くても梅雨の大雨が多い年は、

流される等により死んでしまうためすくい取り

調査で捕獲される頭数の割合が少なくなります

（図６）。                 図４ 冬期平均気温 5℃以下の日数と雑草 

                       地アカスジカスミカメ捕獲頭数の関係 

                       （福井アメダス、7 月雑草地調査 2011-2021） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ７月上旬の雑草地調査と早生すく   図６ ６～７月中旬の大雨の日数とすくい 

  い取り調査でのアカスジカスミカメ     取りおよび雑草地調査頭数の割合の関 

  の捕獲頭数の関係（2011-2021）       係(2011-2021) 
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４）斑点米カメムシの発生予測による追加防除の目安について 

 クモヘリカメムシは上記にあるように５ｃｍ以上の積雪が２０日以下であると多発する

危険性があり、斑点米が多発するおそれがあるので、防除を徹底する必要があります。ま

たクモヘリカメムシが少なくても、冬期の平均気温が５℃以下の日数が９０日以下で、６

月から７月中旬に２０ｍｍ以上の大雨が５回以下である場合、アカスジカスミカメの発生

多くなることが推測されることから、基幹防除の他に追加防除をする必要があります。 

 

３ 技術の効果コスト 

 冬期および梅雨の気象により予め防除を徹底する必要があるかどうかを予測し、防除徹

底を図ることで米質向上が期待できます。 
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